














distentio animiの否定的な意味を明らかにしないことによって、11.26.33の distentio 
animiと存在の分裂を意味する 11.29.39の distentioの関係を解明していない。
　Meijeringは二つの distentioが関わっていることを示唆する。Meijeringは存在する
（ 1 ） プラトン『ティマイオス』（37D）
（ 2 ） プロティノス『エネアデス』（III.7.1）
（ 3 ） アウグスティヌスの『告白録』第 11巻の時間論に関するいくつかの研究を次のように紹介する。[1]
E. P. Meijering, Augustin über Schöpfung, Ewigkeit und Zeit : das elfte Buch der Bekenntnisse, Leiden : Brill, 
1979.; [2]Paul Ricoeur, Temps et récit(Tome I), Paris : Seuil, 1983.; [3]Kurt Flasch, Was ist Zeit? : Augustinus 
von Hippo, das XI. Buch der Confessiones,historisch-philosophische Studie, Frankfurt am Main : V. 
Klostermann, 1993.; [4]Roland J. Teske, Paradoxes of time in Saint Augustine, Milwaukee:Marquette 
University Press , 1996.; [5]岡野 昌雄「分散と持続－アウグスティヌスの時間論に関する一考察」『人
文科学研究』(8)、1973、pp.39-51.; [6] 一色 裕「アウグスティーヌスの時間論研究：「告白録」第 XI
巻の解釈」『研究』1, 1983, pp123-164.; [7]荒井洋一『アウグスティヌスの探究構造』、創文社、1997.; 
[8]片柳 榮一「アウグスティヌスの時間論の形而上学的背景についての一考察－『創世記逐語注解』
の「諸時間の根」を中心にして」『中世思想研究』（45）、2003、pp.23-40.
（ 4 ） プロティノス、前掲書（III.7.11）「だから、生命のこの分裂が時間をもたらしたのであり」
（ 5 ） Roland J. Teske, Paradoxes of time in Saint Augustine, p.56.


























定性、すなわち存在の欠如・欠陥が浮き彫りになるが（12）、11.26.33の distentio animi 
は、11,29,39の distentioにおいて永遠の現在の安定性を失った魂の分裂状態を表すよ





11.26.33の distentio animiと 11.29.39の distentioとが関わり合っていることを明確に
している。ところが 11.26.33の distentio animiと 11.29.39の distentioとを存在論的否
（ 7 ） E. P. Meijering, Augustin über Schöpfung, Ewigkeit und Zeit : das elfte Buch der Bekenntnisse, s.92. 
（ 8 ） op. cit., s.103.
（ 9 ） Paul Ricoeur, Temps et récit(Tome I), p.30.
（10） op. cit., p.34．
（11） op. cit., pp.39-40．
（12） op. cit., pp.47-48.





ため行う 11.29.39の intentioと extentusの行為の根拠は人間存在のどこから求められ











表す distentio animiと存在の分裂を表す 11.29.30の distentioの意味を明らかにし、ア
ウグスティヌスが distentio animiを通してもう一つの distentioである人間存在の分裂
をどのように克服していくのかを解明しようとする。さらに人間存在の分裂を意味す
る distentioを克服する方法として使われる intentioと extentusとの意味と、二つの
distentio、intentio、extentusの関係を論じていく。









































（14） Confessiones 11.20.26 sunt enim haec in anima tria quaedam et alibi ea non video, praesens de praeteritis 
memoria, praesens de praesentibus contuitus, praesens de futuris expectatio.
（15） A. Solignac, ed., Les Confessions (Bibliothèque Augustinienne 14), Paris: Desclée de Bouwer, 1962, p.590. 
Solignacによると、attentioは物体への直視を通して意識の恒久性を表す客観的な意味をもち、intentio
はすべての瞬間の全体を見つめ、統一する精神の働きを表す主観的な意味をもち、この両者が精神の
現在性を強調する用語として使われるという。ところが Solignacは distentio animiを可能にする

































































克服するため distentio（distentus）ではなく intentio と extentusを行おうとする（20）。も











（19） É. Gilson, Introduction à l'étude de saint Augustin, paris : Librairie philosophique J. Vrin , 1949, p.53,n.1.アウ
グスティヌスにおける mens、animus、animaとの関係については Gilsonの見解を紹介する。Gilson
によると、アウグスティヌスにおいて理性的実体であり命の原理でもある人間の魂（l'âme ）を意味
する animusは animaの最高の段階であり、時には mensと混同されるという。
（20） Confessiones 11.29.39 sed in ea quae ante sunt non distentus sed extentus, non secundum distentionem sed se-














bam, dulcis veritas, in interiorem melodiam tuam,）それができず、むしろ自分の外に出る














































る。このように不変の領域に開いている animusの回復につながる ad corの過程によっ
て、自然と宇宙への正しい intentio（問い・観想、（『告白録』10.6.9）と神探究におけ
る正しい intentio（志向、『三位一体』9.1.1）が備えられるであろう。この ad corの過
























































　上記で論じてきたように、intentioと extentioはそれぞれ distentioの disの方向と異


















































れる。De vera religione 39.72 Noli foras ire, in teipsum redi; in interiore homine habitat veritas; et si tuam nat-
uram mutabilem inveneris, transcende et teipsum. Sed memento cum te transcendis, ratiocinantem animam te 
transcendere. Illuc ergo tende, unde ipsum lumen rationis accenditur.
80－　　－
『告白録』11.29.39における distentio、intentio、extentusに関する研究




















（24） Peter Brown、Augustine of Hippo : a biography （A new ed. with an epilogue）, London : Faber and Faber, 
2000, p.105.  
